
第２回協議会でいただいたご意見について
No 内容・意見 基本方針 方針について

１
・授業改善の方向性のような話が議論になると良い。個別最適
な学び、自己調整、探究的な学びについて、どれぐらい仙台市
として進んでいるのか報告をお願いしたい。

基本方針１
・第３回GIGAスクール推進協議会の協議事項としてご説明いたし
ます。

2
・教員の働き方改革で生成AIが実用的になってきている。
・仙台市でも生成AIを活用しているという活用事例の発信をし
てほしい。

基本方針１
・事例収集し、仙台市GIGAスクールサポートサイト（以下、「サ
ポートサイト」という。）で紹介してまいります。

3
・デジタルドリルを活用する際に、子供たち自身が学習ログや
データ活用できるようにしていく必要がある。

基本方針１

・サポートサイトでリンクしている、デジタルドリル活用事例
ページ（navimaナビ）には本市の活用例(4例)も掲載されている
ことから、学校に有益な情報を発信していくよう努めます。
・学校情報化研究委員会「教育データ利活用部会」において、デ
ジタルドリルに関する学習データ利活用などの研究を実施してお
り、研究成果の報告及び普及を図ってまいります。

4

・ステップアップ研修体系図など活用して、教員のICTスキルを
可視化すること。たとえば、ステップアップ研修体系図の判定
シートで教員が自身のスキルを把握し、教育委員会でGoogle 
Formsなどを活用して収集してはどうか。Googleスプレッドシー
トにプログラムを埋め込み、自動で情報を蓄積することもでき
るのではないか。

基本方針２

・ステップアップ研修体系図を活用し、教員自身がICT活用指導
力を把握できるよう周知を図るとともに、事前アンケートをもと
に研修内容を検討するなど参加者のニーズに合わせた研修を引き
続き実施してまいります。
・文部科学省「学校における教育の情報化の実態等に関する調
査」について、本市分を集計しており、その結果も参考にしなが
ら教員研修を策定してまいります。なお、結果は学校ごとに集計
しており、校内研修等でも活用可能となっております。
・授業づくり訪問や授業参観、各種研修において、ICT活用の状
況やニーズに応じて指導助言を行うほか、「センター研修2025」
デジタルブックにて、求められる教員の姿としての「ICT・情報
活用力」等を検索することを可能として研修受講につなげてまい
ります。

5
・協議会で取り上げた課題等について、なぜその項目をピック
アップしたのか理由を明確にするように。

基本方針２

・これまでのICT推進の課題や第１回GIGA協議会の議論を踏ま
え、特に課題があると思われるものをピックアップしておりまし
た。
・第３回協議会での説明にあたっては、仙台市学校教育情報化推
進計画に基づいて事前の教員、児童生徒、保護者を対象としたア
ンケート調査を実施・分析し、課題等を明確にして説明させてい
ただきます。

6
・GIGAコミュニティーサポートにICT支援員も入っていただくこ
とで、より細かい操作の話など助言が得られるのではないか。

基本方針２

・GIGAコミュニティーサポートにICT支援員の代表者を登録し、
教員のチャットルームの情報を参考にして、学校が求めている情
報をICT支援員が得られるよう見直しました。ICT支援員からサ
ポートやアドバイスがあった場合には、教育委員会が情報を周知
します。

7

・担任がすべてを抱えるのではなく、いろいろな教員が関わる
ことが近年の傾向であり、その点からダッシュボードは有効だ
ろう。
・また、保護者に、ダッシュボードで児童生徒のどのような情
報が共有されていくのか周知が必要である。

基本方針３

・校務DXの事例を収集し、サポートサイトで紹介してまいりま
す。
・校務支援システムのダッシュボード機能の本格運用にあたって
は、保護者等にも必要な情報を提供をしてまいりたい。

8

・ファイナンスパークに１人１台端末を持参して活用している
が、仙台市内の社会教育施設のネットワーク環境はどのように
なっているか。また、児童館の状況はどのようになっている
か。

基本方針３
・児童館、児童クラブ（WiFi環境整備）や社会教育施設のイン
ターネット環境を調査確認した。社会教育施設等との連携につい
て検討してまいります。

9
・サポートサイトが更新されていない。また、特別支援関係の
活用事例なども掲載するように。

基本方針４

・サポートサイトの定期的な情報発信に努め、１人１台端末の活
用実践事例やICT機器の活用などの実践を配信します。
・GIGAコミュニティーサポートにテーマ別のチャットルーム「特
別支援学級（学校）」を設けたことから、今後は事例の共有等に
も取り組んでまいります。
・小中学校の特別支援学級の１人１台端末の活用事例を収集し、
特別支援学級が参考に活用できるように情報周知を図ります。

10
高校の事例紹介は少ないので、情報発信に力を入れていく必要
がある。

基本方針４
・仙台大志高校のICT事例を、サポートサイトに掲載します。今
後も、市立高等学校等の協力を得ながら、事例収集等に努めてま
いります。

11

・2019年12月のGIGAスクール構想開始時は、時間かけて進める
想定だったが、新型コロナ感染症で急速に構想が進んだところ
がある。そして、段々と成果が伴ってきたところであるが、保
護者からは学校のデジタル化は見えにくいので情報発信が必要
である。保護者が学ぶ機会も大事であり、子どもが親に教える
場面もあって良い。

基本方針４

・保護者理解の促進に向けて、各学校が保護者会等の機会をとら
えて、GIGAスクール構想や情報モラルに関する周知に取り組むよ
う支援してまいります。
・なお、令和６年度は、東北学院大学の学生と市民協働で「親子
で学ぶ情報リテラシー教室」の開催などにも取り組んでおりま
す。


